
熊本県訪問看護ステーション連絡協議会様

医療的ケア児等医療情報共有システムの運用開始について(周知依*勵

平素より、本県の障がい福祉行政に御理解と御協力を賜り厚く御礼申し上げ

ます。

この度、厚生労働省が医療的ケア児等を対象とした医療情報システム艇EIS)

を運用開始いたしました。つきましては、訪問看護ステーションを通じて医療

的ケア児等の家族へ周知いただくよう御協力お願い申し上げます。

なお、市町村、医療型短期入所事業所、障がい児通所支援事業所、特別支援

学校等へは別途周知することを申し添えます。

事務連絡

令和2年8月18日

熊本県健康福祉部子ども・障がい福祉局

障がい者支援課長

※医療的ケア児等

人工呼吸器を装着している障害児者及びその他の日常生活を営むために医

療を要する状態にある障害児者を指す。重症心身障害児者も含まれる。

σ医療的ケア児等医療情報共有システム利用規約」より抜粋)

熊本県健康福祉部子ども・障がい福祉局

障がい者支援課発達障がい・療育班

担当:牧鴫

Tel 096-333-2237

Email:makishima・y@pref.kumamto.1g.jp





各

都道府県

指定都市

中核市

障害児支援担当御中

医療的ケア児等医療情報共有システムの運用開始について(周知依頼)

平素より、厚生労働行政の推進につきまして、ご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。

今般、厚生労働省において、「医療的ケア児等医療情報共有システム(ModiC飢

Emorg肌oy ln「orm此ioo sh釘.:MEIS)」を構築し、本格運用を開始しましたの

で、お知らせします。

MEIS は、医療的ケアが必要な児童等が救急時や、予想外の災害、事故に遭遇

した際に、その対応に当たる医師・医療機関(特に救急医)等が迅速に必要な患

者情報を共有できるようにするためのシステムです。

ME玲の利用にあたっては、医療的ケア児のご家族及び主治医による事前の申

請・登録が必要ですので、管内市区町村等の関係者への周知方につき、ご高配賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

事

令禾口

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

障害福祉課障害児・発達障害者支援室

務

2年

連

8月

絡

6日

以上

1 厚生労働省の案内サイト

https://脚W. mhlw. go. jp/stf/newpage_09309. html

2 ME玲のログインサイト

https://meis. mhlw.宮0. jp/user/10gin

3 参考資料

「医療的ケア児等医療情報共有システム(M田S)について」

記



(担当)

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部

障害福祉課障害児・発達障害者支援室障害児支援係

T.1:03-52認一1111 (内線 3037、 3102)

Shou eiiisl〕ien@mhlu 0



医療的ケアが必要な児童等が救急時や、予想外の災害、事故に遭遇した際に、全国の が

迅速に必要な患者情報を共有できるようにするためのシステム。

医療的ケア児等は、原疾患や心身の状態が様々であり、遠方で緊急搬送等された際にも速やかに医療情報の共有を図る必
要があることから、平成28年度に調査研究を開始(検討会構成員:東京大学大学院医学系研究科教授、小児救急科医長、
重症心身障害児保護者団体会長等)。令和元年度~システム開発、令和2年5月1日からプレ運用を開始。
(※) 6月末日現在、医療的ケア児等約137名、医師118名がプレ運用に登録している。

プレ運用の結果を踏まえて、可能な範囲での改修を行い、令和2年7月29日に本格運用を開始。

医療的ケア児等医療情報共有システム(日)について
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●救急医療情報の共有

・基本情報や診察記録から、救急に必要な情報を選択しておけぱ、

救急にあたる医師が、全国どこからでも患者の救急医療情報の゛ず
確認が可能となる

暗号化通信により、共有される情報は暗号化され、

A1を活用し世界から来る標的型セキユリティ攻撃を防御するなど、
政府セキユリティ統一基準に適応した、安全な庸報共有を可能とする

MeSの特徴

●医師(代理入力も可觸、患者家族が相互に情報を入力

・血液型、緊急連絡先のほか、アレルギー、患者家族の原貮、・意向等は患者家族力靖己載
・処方薬、人工呼吸器の詳細情報などの医療情報は医師が記載

※医師が記載できない場合、患者家族が記載し、医師が確認
※医療に係る情報は医師の確認の有無を表示

●画像やケア情報も共有

・検査やケアの様子や発作時の状態などの画像の取り込みも可能
取り入れてほしい姿勢などのケア情報も記入可能(・才入院時のケアにも有効)

クラウドを使い全国どこても共有

隆゛

医・患者がデータを共有

〆

検査画を共有



①申請
主治医に、利用希望を伝え

申込み書に、主治医情報を
書いていただく

"《

利用の流れ

③診療報登録

④救急サマリー作成
主治医やかかりつけ医と相談し

基本情報や診療情報から
救急サマリーを作成する

②基本情報、ケア記録登録
本人情報、緊急連絡先、
障害の状態、常用薬などの、

基本情報や、日々のケア記録を入力

゛日ら '、
会、 '゛

⑤救急サマリーの利用
救急時に、救急サマリーを
確認し、適切な治療を行う
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●申込方法

MEISのホームページにアクセス(htt s: meis.mhlw.0. userlo in)
申込書と同意書を印刷し、必要事項を記入

主治医にMeS利用希望を伝え、主治医情報(氏名・医療機関名等)を記入してもらう

MeS1重用事務局にメール又は郵送で提出

メールで利用ID・初期パスワードが届くので、 MeSにログインする

【ログイン画面イメージ】

申請の方去

^人用のし

^旧.j訊ワ一詫ログィン

申込書タウンロード1

IDとノtスワードを入力の上

「ログィン」ボタンを押してください.

kなり

ID

MeSのウエブサ
イトから、申込書
と同意書を印刷

10・Jてスワードを忘Wこネたはア功ント["^、方住こ与ら

J快ワードを表示

氏撮酔,゛讐^■傭柱制曳,Z一ι

こ利用申込宙(本人家族用)

^^^ξ'人.竃詐紀101

゛
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●利用方法

EISの情報は4種類

「基本情幸艮」手帳の所持、緊急連絡先、主治医、常用薬、診察情報、ケア情報等
「診察記録」診察日ごとの診察内容の記録

「ケア記録」日々のケア記録(在宅での支援内容、サーピス事業者の支援内容等
「救急サマリー」救急時に、救急医等が確認するための清報

eSが管理する情報

【ログイン後トップヘージ】
MEIS

二基本情報

会.清J.、のセ1.r゛怯報U」珸'誌調蛇

^ケア記録

目診察記録

f五一'/鳥,救急サマト

dノ臨時IDの発行
日どしりケア記9の゛9と

0その他礎能

,ご章兄箱ユ,恢ワード症更

0よくぁる_^問・ネ^

ユよ偽ゑ_^ コ回人情粧保厘措針

ONし方次ク

歪用事務局;皿向孤嵐^会社犀生屶出告^箕恋委託竜受ι,τおります

1モ1: OQ・307・7的3

則"1: r■、史t'JUP中rt●kkg中.炉

堂瓢日時:土日祝含伽~17時

,サー歌剥用燐釣

南踊晝瓢ダウ扣一")掛作マー.アル,づン0ード
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●基本情報

診察やケアに必要となる内容を登録する機能。全190項目の内、該当する箇所を入力。

変更がない恨り、登録は初回のみで利用可能。
医療に係る情報については、医師の確認の有無が表示される。

障害の状態や連絡先、常用薬など基本情報を登録

【基本情報画面】

日

5件の手鞭認通知が詞ります

墓劇青報

所持

^ⅡⅡ■11

1Ⅱ1Ⅱ^

国
^開田皿三1肌Ⅱ

篝画像等を取込可

■盾■.

^■^^尋■■L更上で^^■匡●●個^●●隅

二 1閤:1'τ皐

.

■Ⅱ

....

●入力項目

①基本情報

本人情報、同居家族、介護者等
②手帳の所持※手帳画像を取込可能

③緊急連絡先

5箇所まで入力可能
④主治医・かかりつけ医

医療機関名、担当課、医師氏名、
連絡先等

⑤関係機関等(支援事業所等)
サーピス種別、機関名称、担当

者氏名、連絡先等

⑥常用薬※処方篝画像を取込可能
内服薬、禁忌薬等

⑦血・検査※検査画像を取込可能

輸血日、検査日、内容等

⑧診察情報
※人工呼吸器画像を取込可能

バイタルデータ、麻痩の有無、
酸素投与、カニユーレ詳細、人

工呼吸器詳細等

⑨ケア情報

寝返り詳細、介助情報等

....

処方茎画像1

登録きれてし、る情報1飾りません

登録討'1てし、る情報【ネありません
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●診察記録

定期検診やその他受診した記録を、診察日毎に登録できる画面。

患者家族や主治医、かかりつけ医等が、複数の診療科に掛ることも多い医療的ケア児の診察情報の
共有を可能とする。

患者家族が入力した場合、医師の確認の有無が表示される。

【診察記録画面】

MEIS

受診した際に「診察記録」を登録

゛

[,受入太即さんの診察記録

カレンダー上の臼付劃甲すことで、表示する診察記^り昔えと診察.

新^=、コピーして窮^、タンより表示中の診察記'M内客をコピーしτ

> 2020年5月18日の診察記録< 2020年5月

日月突水末金1 受入医師1(画ク関厚屶病競小炉

1 2
最終更新:2020m5

3 4 5 6 7 8 9 最終確詔:

10 11

17 ^ 19

12

24 25 26 27

13 14 15 1'

引

20 21

青ライン:定期検診

許ライ>:定期検診以外

複数の診察記鐸^合

22

9 30

カレンダー上で診察記録が
ある日を明示

・青ライン:定期健診
・赤ライン:定期健診以外

者:妥入

Z49侮認者:受入医師1)

基本惰報・力jb

豆録されてし、る佑報1鰯りません

診察年月日

診察医師

・受診察

受入太鄭さん

身休所見・

障喜・病名1

カルテ画像

2020年5月18日

」舌ミ'ー

受入医師1(毒ケ閏厚屶病院U"皀キ、勘

特に無し

●入力項目

定期検診

肢体不目由

①基本情報

診察年月日、診察医師、
受診理由等

②カルテ

※カルテ画像を取込可能
③身体所見

意識レペル、身体所見、

最低血圧、最高血圧、心

拍数等

④処方
※処方篝画像を取込可能

内服薬、注射薬、外用薬等
⑤手

手術名、実施期間等

⑥検査
※検査画像を取込可能

(検体・生体・病理・細菌・
放射線・内視鏡等)
検査日、検査内容等



●ケア記録
・ケア記録や医療記録を日毎に記録できる画面。
・患者家族が登録し、医師等も閲覧可能。

・外出時のケア記録を投稿することで、外出時の注意点や行動記録の共有が可能に。
・災害時の状況を投稿することで、主治医が患者の安否を確認したり、

不足する薬やケア用品の情報を共有することも可能。

能

【ケア記録画面】

ついて「ケア記録として登録

受入太即さんのケア記録

< 2020年5月)

臼月火承木金土

1 2

3456789

カレンダー上でケア記録や
医療記録がある日を明示

10 11 12 1,14 15 16

17 18 19 20 22 23

之4 お 26 27 28 29 30

31

2020年5月21日のケア記緑

種類ウア記緑() 医摂記緑()

萄剰 3911

災害発生のため、

避難P一斤に向かいます。

薬の不足が不安です。
ケア記課をスカ0^文字以内

く入
10:22 受入太郎

訪ル^事業所力廩訪.「右腰部分に裾癒劼k明冒摘

.

●外出時、災害時にはこんな使い方も

00遊園地に行く

ため、~~のケア

を行いました。

●9

●入力項目
ケア記録

自由記述

(1,000文字まで入力可能)
※画像を取込可能

=



●救急サマリー
・救急医は、医療的ケア児が搬送されてきた際、 MEISにアクセスし、臨時IDを入力すること等

により、長座に「救急サマリーを
臣乞厶U

0

》救急医の立場から最低限必要な項目(*)を掲載した場合、 A4で2枚チ呈度
(*)選択必須項目として、マニユアルで示す予定 C欠ページ参照)

》救急サマリーへの掲載項目は主治医と相談の上、利用者が設定。

・「救急サマリー」は、利用者自身が携帯しておくことも可能。

救争時に確認する「救急サマリー」の作成

^受入太部さんの救急サマリー
教急サ中ノーに症示亭る項目は医帥とご相酸の上股定如てく崖W

【救急サマリーのへージ】

享謡の希謡論',て貫肌,τ辱U、

甲常時惰報

0543●7'5.53如此帥め

2皿^7円ヨ1ε:27字で判用可能

憂入ネ凹写A゛岬 ■゛巨名

2014年1月1日垂卑月日

写昌●尋 0123'5'7ι9

0血^ "0

TO■0^

M0度件塁

^ι勧0

之姻】"電0

9了弊^之

弊● ,8切

1、'早・ ,レ鳥4血刷趣常し

0い・尊血 本ム^U.巨

血

翠喜^闘・尊
商

繋君鵠の^は敦之臣か6例馳閉を熟π距卦対囚1、い

π',見〒,「早禦口1

【救急サマリーの出カイメージ】

竪劇仙卑

冨旦●島覧●畳■

出力白劫m^帥
出力詩畠"燭3

犀終壷断即2W偲2917・1429唖驫者憂A 太酌

量婆^ M2W叫29171605{翻如看憂入医餌1

別丸m たろう■0■幸

圭緬値^



救急現場で特に必要性が高いと想定される項目について、事前に有識者検討会構成員の医師及び
複数の救急医からヒアリングを行った上で決定。
選択必須項目として、マニユアルに記載。

本人氏名

ふりがな

生年月日

電話番号

本人の願い・意向

家族の願い・意向

主治医医療機関名

主治医医療機関名(フりガナ)

主治医担当科

主治医氏名

主治医氏名(ふりがな)

主治医電話番号

内服薬の有無

内服薬薬剤名・使用用法なと

禁忌薬の有無

禁忌薬薬剤名など

障害・病名1

障害・病名2

(参考)救急サマリー必要記載項目

項目

障害・病名3

障害・病名4

障害・病名5

障害・病名6

最高血圧

是低血圧

体温

心拍数

呼吸数

SP02

体重

麻痩の有無

箇所(麻痩)

その他箇所詳細(麻瘻)

喘息の有無

長期管理薬

発作治療薬

けし、才[ん・てんかん発作の有無

項目 項目

けし、t[ん・てんかん発作発作型

けし、ttん・てんかん発作頻度

けし寸'tん・てんかん発作対処方法

発熱時の対応の有無

先天性心疾患の有無

アレルギーの有無

アレルギー食品

アレルギー薬剤

V・Pシャント手φKi手φ断歴

気管切開手術歴

喉頭気管分離手術歴

酸素投与の有無

吸入量(酸素投与)

吸入時間(酸素投与)

気管切開の有無

カニユーレ有無(気管切開)

サイズ内径(気管切開)

サイズタト径(気管切開)

製品名

メーカー名

人工呼吸器の有無

モード(人工呼吸器)

PIP(人工呼吸器)

PEEP(人工呼吸器)

PR(人工呼吸器)

吸気時間(人工呼吸器)

酸素(人工呼吸器)

気管内吸引の有無

同居家族氏名1

同居家族ふりがな1

主たる介護者

主たる介護者氏名ふりがな

第一緊急連絡先氏名

第一緊急連絡先ふりがな

第一緊急連絡先続柄

第一緊急連絡先電話番号

項目



網的)

第1条この規約は、医療的ケア児等医療情報共有システム(以下「システム」としら。)の利用に
際して、必要な事項を定めることを目的とする

(利用者)

第2条システムを利用することができる者は以下のとおりとする。
(1)医療的ケア児等(人工呼吸器を装着している障害児者及びその他の日常生活を営むために医

療を要する状態にある障害児者等を指す。重症心身障害児者も含まれる以下「患者」という)
及びその家族

(2)医師(主治医、力功町つけ医、救急医等)

(3)代行入力者(看護師、医療事務関係者)

(4)救急隊員

(システムへの参加登録)

第3条利用者は、本規約に書面で同意した上で、本規約に定める認証用ID、パスワード等の交
付を受けるものとする。

2 端末を利用する利用者は、認証サーバーを経て、専用サイト(MEIS)を経由・接続し、システムを
利用するものとする。

(利用できる機能)

第4条システムに参加登録した利用者は、認証サーバーを経て、専用サイト(MEIS)を経由・接続
し、表1のとおりシステムを利用することができるものとする

医療的ケア児等医療情報共有システム利用規約

共宥情報等

基本情報 (0)

基本情報
△ X

(医療項助

診察記録 X

ケア情報 X

ケア記録 X

X

救,医療情報 0 0 000
(0)

◎印は、入力・更新、閲若しくは機能を利用可能とする。
0印は、閲のみを可能とする。
Xは入力・更新・閲のいずれも不可とする。

△印は、入力・更新・閲を可能とするが、入力・更新時には医師の確認を必要とする。(患者・家族は主治医の確認、代行入力者
は対応する医師の確認)

(0)印は、患者・家族の端末から(救急サマリー画面)もしくは面(救急サマリの印届リ)による情報提供を受ける二とは可能とする
※救急医が診察記録、ケア記録を入力・更新tる場合には、患者・家族の承諾後となる
※救急医療情報の表示内容には基本情報および診察記録で登録Lたものが表示される

本人・家族

◎

主治医 かかりうけ医
救急医

その他医師 看凄師

△

代行入力者

医療亦務
関係者

敷急隊

△
△
△
△
△

聖

△
△
△

◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎

△
△



※代行入力者には、看護師、クラーク、医療事務員等が存在するが、システム上の代行入力者の指定登録は医師の権限により行
うものとし、医師が指定した代行入力者が代行入力権限を有するものとする。

(利用者の責務)

第5条システムの利用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。
(1)利用者がシステムを利用する場合には、個人情報の保護に関する法律(平成15年法律第57
号)を遵守しなければならない。

(2)利用者は、本規約に定める目的以外にその情報を利用してはならない。

(3)利用者はシステムを通じて入手した情報については、適正な利用に努める。すなわち診療及び
説明目的での閲覧に留め、撮影、複製、公開、利用者以外への提供等はしてはならない。

(4)認証用ID、パスワードをシステムに参加していない第三者に貸与する行為をしてはならない。
(5)厚生労働省、運用保守業務受託事業者(以下「厚生労働省等」という。)及び第三者の財産、名
誉及びプライバシー等を侵害する行為をしてはならない。

(6)厚生労働省等の信用を傷つけ、又は損害を与える行為をしてはならない。

(システム利用に当たうての禁止事項)

第6条利用者は、システムの利用にあたり、次に掲げる行為をしてはならない。
a)システムを通じて取り扱われる共有情報等を不正に利用する行為
(2)システムを通じて取り扱われる共有情報等を改ざんする行為

(3)システムを通じて取り扱われる共有情報等を漏えいさせる行為

(4)他の利用者になりすましてシステムを利用する行為
(5)有害なコンピュータープログラム等を送信又は書き込む行為

(6)患者の同意を得ることなく又は詐欺的な手段により患者の登録情報及び第三者の個人情報を
収集する行為

(フ)システムの利用又は提供を妨げる行為
(8)第三者又は厚生労働省等の著作権その他の知的財産権を侵害する行為

(9)法令又は公序良俗に反する行為
(10)システムを利用した営業活動その他営利を目的とする行為

(1D 第三者にシステムを利用させる行為

(12)その他、厚生労働省等が不適切と判断した行為

(利用時間)

第7条システムの利用時間は、1年間を通じ原則常時利用可能とする。ただし、定期的な保守点検
等により運転を停止する場合は、利用者に対し事前に通知するものとする。不定期に必要となっ

た保守点検・修理の際は通知することに努めるが通知せずに運用を停止することがある。

(利用環境)

第8条専用サイトに示す推奨環境(ブラウザ及びバージョン)において使用すること。
2 利用者がブラウザの設定においてCookie(クッキーX※)の受け入れを有効にしている場合、サイ

トの利用状況(アクセスしたURL、アクセス時間、端末情報等)cookio(クッキー)に保存されている

情報を以下の利用目的の範囲内で使用することがある。
※ウェブサイト訪問時に、利用履歴や入力内容等を利用者のブラウザに保存しておく仕組み

(1)同一の利用者の操作であることを確認するため。それによって、不正アクセスを防止し、利用者
のセキュリティを確保するため。

(2)文字の表示サイズといった設定内容や入力内容の記憶等、利用者の利便性を高めるため。



(機能等の変更等)
第7条厚生労働省等は、システムの良好な運用を維持するために必要な場合には、システムの機

能の変更又は停止を行うものとする。

2 厚生労働省等は、前項の規定により変更又は停止するときは、利用者に対し事前にその旨を通
知するものとする。

(認三正用ID・パスワードの管理)

第8条利用者はシステムの認証用ID・パスワードの管理に関して次の内容を遵守しなければなら

ない

(1)認証用ID及びパスワードの利用は交付を受けた利用者のみが利用するものとし、認証用ID、

パスワードの貸し借りを行い、代理の者に利用させてはならない。
(2)利用者が何らかの理由で第2条に定める利用者に該当しなくなった場合、すみやかに認証用1
D、パスワード等の取り消しを申請しなければならない。

(3)認証用IDおよびパスワードの紛失、盗難時等は速やかに厚生労働省等に報告をしなけれぱな

らない。

(通信内容の削除)

第9条システムを利用した通信内容について、次の各号に該当する場合は、厚生労働省等が判断

し、その内容を削除するものと,、る。

(1)通信内容に利用者相互の信頼関係を失墜させるおそれがある場合

(2)記載期限を経過した情報がある場合
(3)法令等の条項に違反した情報がある場合

(認証用Φ等の取り消し)

第10条利用者が、次の各号のいずれかに該当したときは、認証用ID等は厚生労働省等が取り消
,、ものと,ーる。

(1)本規約の利用者に該当しなくなったとき。
(2)医療関係法令、個人情報保護法令の各条項に違反したとき。

(3)システム上の診療情報の取り扱いが不適切であり、かつ、厚生労働省等からの指導又は警告に
もかかわらず改善が認められないとき。

(違反行為に対する措置)

第Ⅱ条利用者は、次項本文に掲げる違反行為があった場合には、速やかに同項各号に掲げる措
置を受ける。

2 厚生労働省等は、利用者が第6条の各号に該当する行為を行っていることを知った場合、また

は該当行為により第三者から厚生労働省等に対してクレーム・請求等がなされた場合、あるいは

その他利用者による行為がシステムの運営上不適当であると厚生労働省等が判断した場合には、

利用者に対して、次の各号のいずれか又はこれらを組み合わせた措置を講ずる。
(1)第6条各号に該当する行為を直ちに止めるよう催告し、速やかに是正することを要求する。

(2)利用者の違反行為により厚生労働省等へクレーム・請求等が生じた場合、クレーム・諸求をなし

た第三者との間で問題を協議し、解決することを要求する。

3 厚生労働省等が利用者に対して前項第2号に基づく要求を行った場合、利用者は、厚生労働

省等にクレーム・請求等をなした第三者との間で問題を協議し、解決を図るものとする。



(事務局)

第12条この規約に定める事務手続き等については、厚生労働省等が設置するへルプデスクにお
いてその処理を行うものとする。

(本規約の変更)

第玲条厚生労働省は、必要がある場合、利用者の承諾を得ることなく本規約の内容を変更するこ
とができるものとする。

附則この規約は、令和2年3月16日より施行する。

以上


